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世親作『仏随念広註J和訳研究
一一前半部分・仏十号に基づく三乗共通の念仏観一一
中御門敬教
はじめに
三宝随念や三宝帰依は仏教においてその初門となる。その仏教を象故する王宝がい
かなるものであるのか，さらにそれが他の宗教の対応物とどのように呉なるのかを理
解しその上で帰依することは信仰と実践の基本である。それは仏教全般に関わる主
題である O さらに大乗仏教において王宝観が提示されるなら，そこには大乗の教-
1T'証の考え方も集約して示される。そのためその仏教観全体を示すものとしてきわ
めて重要な記述となる。
大乗経典の諸処では三宝について詳しい議論が示されている。論書に関しでも〈摂
大乗論)<仏地経論)<現観荘厳論〉など殺識稔伽行派そのもの，またはそれに関連す
る典籍には，大乗特有の三宝に関して深い思想と明解な記述が展開されているO それ
らは，大乗の久遠の仏の行動と功徳、を讃えるということからは，讃仏文献にも繋がっ
ている1)。さらに仏性思想、で有名な〈宝性論〉は「大乗の三笠論」といい得る側面を
持っている。
唯識E最伽行派は大乗仏教の展開において部派のそれを受け継ぎながら，大乗として
教・行・証について初めて， しかも最も詳しく解明した学派である。今回我々が訳注
研究する世毅日ム髄念広註jはその一端を儒わせるものである。三宝や帰依といった
事柄に関して興味深い内容を持っている。ちなみに世親の膨大な著作に関しては，哲
学的な側聞を中心としてその個々の典籍の内容と彼の思想的発展 (cf.塚本，松永，
磯田 [1990]p.356ff.) といった面から研究されてきた。しかし今回扱う f仏腿念広
1) ちなみにく摂大乗言命>.あるいはそれを承けたと，思われる『入中論jの最終章も仏徳を讃
えることにより仏の三身を明らかにしているし後のチベットのツオンカパなどもインド
撰述の畿を引用したり，自ら讃を造っている。
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註iは研究の進展が遅れがちであった。近年，その所説を含めて合田 [1995J[1997J 
[1998Jなどにおいて検討と詔介が行われてきた。しかし全体と詳細については未だ
に十分には紹介されていない。そういうわけで本稿で訳注研究を行う次第である。
なお本稿は，藤仲孝司氏との共同作業の成果である。分量が多いために我々はそれ
を前半後半に二分して発表するものである。参考文献については藤伸氏の担当部分を
参照されたい。また本稿の末尾には.t!t親の著作に扱われる「教主の円満jに揮して.
関連の深い文献資料(徳慧 f釈軌論註J)を試訳した。
. r仏語念広註j解題
本作は r聖仏随念経.1 (D.東北No.279.P.大谷No.945) を承けた無著 Hム随念
註j(D.東北No.3982.P.北京No.5482)に対する復註である。インド・チベットで
は原拠となる f翌イム随念経jは f聖法随念経jr袈傍随念経J(D.東北No.278，No.279. 
R大谷No.946，No.947) と共に f三宝随念経J(各経とも翻訳者不明)を構成する。
各々は三宝の功徳、を称えるきわめて短い経典である。インドでの事構は不明で、あるが，
チベットでは長く常用されてきた。現在でも僧侶が食前にこれを唱える習f震がある。
またこの地域には fラマ教jという俗称があるように，師僧をきわめて重要視する。
これは師僧を三宝の代表者としそれを通じてさらに三宝を臆念しそれを「資糧
毘jとして罪i惑を浄め，福徳を穣むという広く行われる実践方法の一部分である。そ
のような関連もあって，三宝随念や三宝帰依が重要視されており，それらに関する著
作が幾つも著されている。
さてこれら「三宝随念経Jにはインド撰述の註として無著による日ム磁念註j子法
槌念註Jr僧槌念註J(D.東北 No.3982，No.3983， No.3984. P.大谷No.5482，No.5483， 
No.5484)がチベット訳で現存している 2)。いずれも短い著作であるが，その中の?仏
腿念註jに対してのみ復註が存在しそれが今回扱う世親作日ム随念広註jである。
f仏|筏念広註iの題名は原語で Skt.Buddhanusmrti-tikaである。ここの rSkt.
anusmrti， Tib. rjes su dran paJは所謂「念仏jの原語を構成するものである。しかし
この作品には東アジアで連想される極楽，阿弥陀仏，往生などの特に浄土教的要素が
見られるわけではなく，インド仏教的な仏臨念3)の考えを提示している O インド仏教
2) これらの内容が他の無務や殻親の著作と矛震がある，あるいは真作でないかもしれない
という問題提起は，いまのところなされていない。
3) cf.本庄 [1995Jpp.13-14 No泊.念 (smrti)smrtir ãlambanãSaf!1pramo~aly' (AKBh. 54， 2) 
念とは所縁を忘失しないことである O 念諮於縁明記不忘。(冠導4，3b7;大29，19a20時21)
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においては，後の密教につながる陀羅尼受持行の本質としての仏随念，ないし住
毘婆沙論.Jr助念仏三昧品j冒頭，あるいは中央アジアで成立されたと考えられる
「観続j類にみられる仏の相好等を具体的に念じる仏随念(観想念仏)が知られてい
る。他方，本作では仏の大功認を悶果関係から確信し(浄信.Skt・prasada，Tib. rab印
dang ba)ベ仏ひいては仏教を最高なものとして捉え，喜ばしくしかも知的な信仰を
喚起する f仏随念jが主題となるのである O
本作冒頭部分には，二項目が立てられている。すなわち以下の通りである。
1)諸仏に信を起こすため通常の仏関念
2)最高の利他行のため菩薩特有の仏随念
そして，本作前半は1)に関する論述である。諸観点(樟擬の征服，教主の円満，
その悶 etcJから仏十号を内容とする九匂によって順次，仏について説明が行われる。
その記述は無著汀ム随念註jを直接に承け，さらにまた世親作問先軌論jに見られる
f四預流支」の記述(仏十号cf.JlJ口 [1973J) とも共通する。?釈車IL論jとの平行関
係が指捕されているく決定義経註) (cf.本庄 [1987Jpp.124狂:)を利用して当該簡所を
眺めると，仏i認念は回向田果中の頭流果の国「四預流支 (Skt.catvari-srota-
呈pattyangani)Jとの密譲な関係が理解できる O この関係は f仏随念広註jには説かれ
ていない。臨預流支の各項目は(1)仏への浄信 (2)法への浄信 (3)僧への浄信
(4 )聖所愛の戒である。つまり仏関念は r(1)仏への浄信」に相当し修道にお
ける初門にして必須項目ともいえる。〈決定義経註〉は「浄信 (Skt.prasada， Tib. rab tu 
dang ba) Jの定義として「如実に諸諸を理解して信頼すること」とする。ちなみにこ
この仏十号の記述は〈現観荘厳論)(cf.石川 [1993Jpp.9明日)のそれとも極めて類似
する。
本作後半は前半といささか異なった状況を示す。前半が無著の f仏髄念註jを忠実
に承けた構成であるのに対し後半は先行する日ム槌念註jには説かれない世親独自
の解釈も見られる。前半が三乗共通の視点から仏十号に吉及したの対し，後半は先の
2)の立場，つまり大乗特有の立場から仏に対する考察が進められる。そこに登場す
るのが，五姓各別説，三身説，無f主処j呈繋などの唯識稔伽行派特有の学説である。し
かしここにはより一殺的な仏隠念論を提示しようと考えたためか，両派の用語が直
4) cf本Et[1995J p.14 No.23.信 (sraddha)sraddha cetasa与prasadsり/satya-ratna-karma 
phalabhisaf'!lpraty宮yaiti apare / (AKBh. 55， 6)信とは心が澄むことであるo 1也の[一部の]
人々 は.r [四]誇. [三]宝，業〔とその]果報〔の関係]を確信することである」といふ。
信者令心澄i争。有説。於諦宝業泉中，現言iIf忍許，放名為f言。(冠導4，4a7;大29，19b2-4)
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接的に多用されることはない。
またこうした唯識稔伽行派的な諸相は，先に触れた f釈軌論jとの類似，全体を通
してみられるく稔伽師地論〉との類似などを含め，著者問題に一定の情報を与える。
作者・が世議とされることについては，伝承通り世毅作と考えて矛盾はないようである。
ただし世栽作とされる他の数多くの著作との前後関係や発展，継承などについては，
さらに詳細な比較検討が必要となるであろう。諸賢の御指導を賜りたい。今回の考察
において我々は一応世親作として扱う。
また今後の課題としては「三宝随念jと「三帰依o)Jの問題が残されている。t!t親
の三帰依についてはすでに松田 [1984Jにおいて詳細な議論検討が行われているが，
三宝髄念は三帰依と密接な関連を有している O それらの総合的な理解によって，無
著・世親兄弟の実践的仏教観ならびに信仰観に，より大きな光があてられることにな
るであろう。
-教主の円満に関して
本論に言及される「教主の円満jについては関連文献での記述がいくつか見られる。
ここで我々はそのうち，本論の読解に藍接関係するもの，蔵訳 f決定義経註jを参照
する。著者であるヴイールヤシュリーダッタ，及びその著作の性格については，本庄
(1989J冒頭を参照されたい。蔵訳?決定義経註J(cf D四円wmpar gdon mi za ba'i 'grel 
pa， P.大谷N仏5852)は党文 5決定義経註iと題名は同じであるが巽なった理解を示
している。そこの序文にある「時，教主，処，衆」の四円満を説く箇所のうち，教主
の円満についてまず紹介しておこう。
I (Jo4bl) I擢破を具有したものjとして導くのは，四魔を撰破したからである。四
魔とは天子魔と煩悩魔と死魔と護魔である。
そのうち「天子魔jとは[仏が]現等覚して，金剛座にお坐りになったとき，擢破
5) 例えばツオンカパの?道次第大論 (K80，Kyt149)以下には三宝帰依の教えとして Ir摂
決択分jに説かれた閥つ」を挙げる O すなわち，
1)功徳を知ることにより帰依したこと， 2)特徴[・差別]を知ることにより帰依した
こと. 3)承認したことにより帰依したこと. 4)他に諮らないことにより帰依したこと，
という以上回点から説明している。
その内容は各々さらに区別されるが，典拠は日廷決択分JI間見r成慧地jにおいて六相に
より三宝の差別を説いた部分 (D.No.4038，Zhi.l85b4叩186a6.P.No.5539， Zi.193a2七2. 大iE
蔵 30，No.1579， p.653a19-blO)である。イェーシェーギェルツェンによる註釈?王宝随念絞
註.1(東北No.6093)にも，これら凶点が継承されている。ちなみに彼は自らのこの註釈を
ツオンカパの;道次第大論jの三宝i泡念に掬する補説であるとする。
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したものである。[すなわち]欲界の多くの天子魔の武器と[岩]11などの害する多
くの方法により争ったことより，慈と悲と空などの大神力によって，武器なども華へ
変えた。〔仏は魔を]説伏してから.r一切智者である無上なる人」と名声を大になさ
ったとき「滅した[者]Jである。
r~頁悩魔」とはそのように[夜の]初めの部分(初夜)に天子魔を滅してから，そ
の後で後の部分(中夜)に見道所断の煩悩と，修道所断のニつの煩悩のうち，大と中
と小[すなわち，大の大から小の小まで]九種類に設定したものについて，金制のよ
うな智慧が生じてから，小の煩悩のそのまた小，大の智慧のそのまた大によって努め
たことにより，捲破したのである O 従って二つの魔は金制のような座にお坐りになっ
たとき，擢破したと説明される。
「死魔jとはクシナガラにおいて擢破したものである O 諸仏は人寿から法性によっ
て五部分(腐，皮，肉，筋肉，関節滑液 cf.小乗湿繋経cp.6)が泊滅する O シャカ
牟尼も八十年間世路に屠られてから，浬繋することが道漣であることより • iムの教化
の縁を具えた他の衆生を，以前に多くの方便によって救度なさった。バラモンである
〔遊行者〕スパドラ CSubhadra) という者を[仏は]浬繋を示す間際に御覧になった
とき，教化の縁を具えた者より，以前に教化されていない者より. [スパドラの出家
を〕三ヶ月先送りした。三ヶ月別居してから藍ちに〔仏は]浬繋なさらなかった。
さて「謹魔jもクシナガラにおいて破った。[すなわち]色などの五謹を余りなく
断じたとき，破ったのである。従って二つの魔はクシナガラにおいて破ったと説明さ
れる。
ri成するもの」という諾を，吉祥な語を具えたものとして導くのは，六徳を兵えて
いるから吉祥を具えている。六徳、とは[世親師が?釈軌論jにJ.
f自在(富)の円満と
容姿，名声と吉祥
智慧，勤勉の
六種類を[有する者を]滅する者と説明するJ6) 
とお説きになった如くである。そのうち自在(富)の円満とは，世間と出没開の財
物の円i誌を具えたからである。容姿の円満とは，人士の三十二相と八十槌好が身体に
おありであるからである。名声の円満とは，功徳、の円満を具えていることが世間会て
に広まったからである。〔吉祥の円満とは.]吉祥の円満で、ある如意樹と如意宝珠のよ
6) cf. LEE [2001] p.36.saJ!lgrahasloka. 主19
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うに，全ての衆生の息いを完全に満たされるからである。智慧の門講とは，一切法に
ついて障碍なく，食着なく知る智慧がおありになるからである。勤勉の円i誌とは，
切衆生に対する和主主と安楽の大精進をいつでも捨てないで努めるからである。
世尊という福分を具えたものとして導くのは，三十七菩提分法における四念住と閤
正断のようなものとして四つずつ平等であるのと，五根と五力のようなものとして五
つずつ法が平等である，一切i去を具えているからである。
以上によって教主の円満を説いた。」
また「教主の円満Jという概念は没貌の藍弟子練那の主著〈集量論〉
Prama苧asamuccaya帰敬{昂の「量となった者，衆生を利益したいと欲する者，教主，善
逝，救護者に帰命しますJCcf.和訳，武邑 [1968Jp.80， HATTOR1 [1968J pお，174)
にも出てくる。これは隊那の〈自註釈〉では以下のように説明されている。
fここに論書の最初に因と来の円満により[仏世尊が，解脱の希求者にとって認
識基準である〕量となったことにより，世・尊への讃を述べるのは，尊敬を生じさ
せるためである。そのうち.因は思惟と行動の円満である。思惟[の円満]は
[没の〕衆生に益したいと欲されることである O 行動[の円満〕は〔世の〕衆生
に教えを説くのである。来は自と他の義利の円満である。自利の円満は養逝性に
よってである。[それについては次の]三つの義を捉えるべきである。1)美し
いという義は容色の良い人士のようなものである。 2)退転しないという義は疫
病が良く治ったようなものである o 3)余りないという義は，瓶が良く満たされ
たようなものである。その三つの義もまた外道の離賞者と〔仏道の]有学と無学
の者たちより，自利の円満が[殊勝であると]特徴づけられるからである O 他利
の円満は済度の義により救護することである。j
このように今回扱う世親の著作とも親しい用語法が見受けられる。この帰敬簡の意
味を説明し仏tJt尊こそが解脱の希求者にとって量・認識基準であり，そのことから
被の教えのみが解脱の希求者にとってのその手段であることを立証したものが，綴那
の後継者ダルマキールテイの(-量評釈 Pramã~聞かittika 第 2 章「量の成就
Pramanasiddhi. ，τ'shad grub paJであり，後代にも引き継がれていくことになる7)。
7) ツオンカパの高弟タルマリンチェン?忍:評釈の釈論・解脱退作明 1harlam gsal毛 C東北
No.5450， Cha.126b-127a，和訳 ツルテイム [2∞6]pp.118-119)はその意味を次のようにま
とめているー
「底の円満には二つ一 思惟と行動との円満(※)です。思f住は，t!!宇の衆生に立すしてひたす
ら利殺したいと欲する大悲です。行動は，無我をi正f与する智恵を，利他のために数潔する
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-試訳にあたって
世親 f仏関念広註jの試訳を行うにあたり，以下に対象典籍，原拠経典原拠経典
注釈，同文が存在する典籍，関連典籍について確認を行う。
対象典籍
底本としてはデルゲ版を用い，必要に応じて北京版を参照した。
・世親 .Sangs rgyasワ'essu dran pa'i rgya cher 'grel pa (Skt. Buddhaημstm:ti-(ika.仏随念広註)
c五D.東北No.3987，mDo 'grel， Ngi 55b3-63b5. P.No.5487， mDo tshogs 'grel pa， Ngi 69a6-
79b8 
原拠経典
?翠仏随念経jについてはデルゲ)援を参損した。
・'Phagspa sangs rgyas ?:，た'ssu dmn pa (Skt. Arya-Buddhanusmrti，聖仏随念経)
cf.D.東北No.279，mDo sde， Ya.54b6-55a7， P.大谷No.945，mDo na tshogs， J:Iu.58b4-59a5 
・cf.法尊 [1985J (講義録かっ研究論文)
20t!t紀に活躍した中国人僧侶法尊はチベット人ラマに締事し多くの重要なチベッ
ト仏教文献を中国語に額訳した。 披は学僧として非常に寵れており，その没後，三蔵
法師とも称され，尊敬を集めているようである。彼はまた 5袈仏随念経Jr聖法随念
経jr聖僧随念経jを翻訳し「随念三宝経浅説jという講義録を遺している 8)。これ
教主です。采[の円満J{こもまた，自利と利他の円満とのこつです。そのうち，自利は[際
の〕控li'1徐と〔智・悲の]説得を本体とする善逝の三つの差別法(特性)をそなえていること[を
定義とし工利他は，自己が見た道を他者に教えるのを通じて散の衆生を救護することを，定
義とするのです。そのように協の円満から果のこ利の円l誌を本体とする設として誕生なさ
った仏世尊彼を，正しい量というべきですJ(cf. r戸開地J(r大五歳 30，p.443b. 460a)) 
8) cf.法尊 [1985Jは?大蔵経補綴 7(華字出版社，台北，中毒E氏周74~) に収録。
j去尊はliI:親の F仏Ii.I念広註jチベット訳を直接引用したり，意味をまとめて提示するなど，
それを参照していることは篠かであるが，翻訳という形を採っていない。チベットで愛用
された多くの論議会を渓訳した偉大な綴訳健法等の仕事としては.例外的なものの一つであ
る。翻訳でなく講義の形を取ったことの理由は不明であるが• 1L、十号についてもとの党認
を示しそのi英訳語を知らせるため，あるいはその中で渓訳仏教の慣例にも配慮し，その
知識を活用するためであったのかもしれない。というのも，この「三宝槌念Jは仏法修学
の基本の法門であるが，読者が中国語として読む以上は. rtOO仏教関における仏教入門と
なるわけである。例えば. {ム十号のまて方においてt!t殺にはそれなりの立て方があるけれ
ども，法等はそれに従わないで大智皮論jの説を参照している。また「阿緩渓jの原義
についてもil!:殺の示すものだけでなく成1住識論jの説に依っている。このようにこの入
門書により得られた知議が，インド伝来の正しい仏教の知識であるということになること
自体はいいけれども，それでもなお，それが中溺仏教の絞み重ねられてきた訳経の通郎や
常識と相逮していることを示すというのでは，初学者を混乱させるだけであり，本番の仏
教入門という本来のg的が，十分に達成されないことになってしまうからである。さらに
また.il変貌の印、Il.遊念広設jが深く言及しないとはいえ，五段各別の説を出しており，究
党一采説におけるような仏の絶大な成徳を打ち出していないということがあり，それはく法
華経><業厳経〉などのー釆思想あるいは浄土教における防弥陀仏の無比の救済伎が周知徹
底されている中国仏教において，あまり好都合でなかったということがあるかもしれない。
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は経文に依り，党語を示しながら. tを殺の Hム随念広註1チベット人僧侶の著作か
ら〈稔倣跡地論〉あるいは漢訳のみにある 5大智度論Jr成唯識論jにまで雷及し
能略に解説したものである O なお彼は. r聖仏随念経Jにはカンギュル所蔵のものと
別行流通しているものとがあり，わずかに文言の出入りが存在すると述べる。この別
行瓶とテンギュル中の「アティシャ小品Jに含まれた東北No.4520との関係は未詳で
あるが. r三宝随念経jへの註釈を著したイェシェーギェルツェンも「環在の刊本j
に言及しており，無着，没裁の註釈蓄に引用註釈されているカンギユル所蔵のものと
は別に，それなりの重要性が与えられているようである。
)Jj(拠経典注釈
fイム随念註jについてはデルゲ版を参照した。
. 無著 S品angsr管;gy，戸'asてぴ抑戸戸essu dra~仰npμa'i'g討rel午pa (侶Skt王ct.Buddl加~ä附n町吋rグI1ト-v吋J
cf. D.東北No.3却98沼2，mDoイ'gr巴el，Ngi.1口1b出5-1詰5a必6. P.大谷No.5482，mDo tshogs 'grel pa， Ngi. 
14a1司18b1
陪文が存在する典籍
f仏槌念広註j前半部分(仏十号笛所)は向著者世親の典籍等にも対応、が見られる。
すなわち以下の通りである。
・没親.r.肋mpar bshad pa'i rなspa (Skt.ゆ均司yukti. 釈制命)
cf.Jong Cheol LEE [2001] pp.34-36.和訳山口 [1973]pp.528-531 
・徳、慧 (5c.頃). r1lゐmpar bshad pa rigs paυshad pa (Skt.ηäkhyäyukti-tïkä• 釈軌論註)
cf.D.東北No.4069，S巴mstsam， Si.155a6司157b7.
'A劫i加5収d仰maのya!tμar.伊?Ikara!tゐ0止初apr.匂ajn司φpara附 r.仰F
cf.王石j出i口I[口19卯93幻]p押p.9与-1臼3 
・ヴイールヤシュリーダツタ •Arthavinifcayasutra寸tib.仰 dhana(決定義経註)
cf. N. H. Samtani口971]pp.240ω248. 和訳.本産口989]pp.124-129. 英訳. N.H 
Samtani [2002] pp.173-178 
・ヴイールヤシュリーダッタ .Don rnam par gdon mi za ba'i 'grel pa (決定義経註)
cf. D.東北No.4365，Sna tshogs， Nyo.170回目173a5. P.大谷No.5852，Ngo mtshar bstan bcos， 
Jo.l93b2司196b3
関連典籍
イェーシェーギェルツェン 1三宝髄念経註J(東北No.6093). <仏地経論). <珠伽
部地論). <大乗荘厳経論). <摂大乗論). <集量論〉等に対応箆所が見られる。
. <稔伽師地論〉所説の仏十号
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Hム髄念註jHL、i誼念広註jに先持し，多くの対応、点が存在するものとして重要であ
る (cf.玄英訳『芸者伽師地論j巻第三十八「菩提品」第七 (f大正蔵.130， No.1579， 
p.498b-c)， Wogihara [1971J pp.91-92， D.東北No.4037，Wi.49a7-50乱1)9)。
-イェーシェーギ、エルツェン宝臆念経註J
イェシェーギェルツェン (Yongs'dzin Pa~~i!a Ye shes rgyal mtshan dpal bzang po・
1713-1793) はチベットのゲルク派の傑出した学僧であり，ダライラマ8世の指導僧
(Yongs 'dzin) を務めた。彼は顕努に多くの著作を遺しているが，三宝髄念，三三宝帰
依の文献類としてはおそらく最大の著作の一つ『三宝随念経註J(D.東北No.6093)
を著している O その6b-7aには問書著作の日的として，三宝帰依の諸特徴について論
じている。以下の通りである O
「詳細に知りたいのなら， r摂決択分jと尊者一切智者[ツオンカパ]の大小の
?道次第jを詳細に見ることから知るべきである。ここにおいては， r道次第大
論jに「随念の差別卜特徴]は， Iこのようにかの世尊は」などというのによ
り，三[宝]の功徳を個々に念ずるのであるjということほど以外， r経jの匂
義を詳細に註釈なさっていないので， [かの祖師の]ご意思を満足させるために，
n三]宝随念経jの語調のように三宝伺々の功徳を念ずる仕方を，少し戯論
して説明するj
また1.3.2.2.1.2I非共通の留と果を通じて功徳を随念する仕方を個々に分けて，説
明するJ(14a4)以下の偲所に， ilt親独自の叙述を引用しながら仏随念について説明
する。全般的にインド撰述の経，論，讃や宗祖ツオンカパの著作から，教証をも多く
示している。
仏髄念広註 (Buddhのωmrti-tika)
(D.Ngi.55b3) (p Ngi.69a5) インド語で Buddha a nu smr ti ti ka。チベット語でおngs
初 W ワ'essu dran pa'i rgya cher 'grel pao 
文殊法王子に (D.Ngi.55b4)敬礼します1ヘ
9) 法皇事もfム十号各々の説明において f稔命1郎地論jを引用し，それを「巻三十八」として
いるように，この f菩陵地j菩提品を参照、している。それは同じく十号による仏随念を記
述しているので.重要で、あるo cf.藤田 [1977Jpp.88-89 
また， i菩陵地J菩提品に隠する H英決択分jの対応個所(大正蔵 31，p.707a-c)，ない
しf菩薩地jと対応、関係が知られているく荘厳経論>i菩提品」には，直接的に説き方が一
致したものは見られないo cf. r稔俄!日i!i:li伝記「摂挙分J(r大正蔵j30， p.765a -b) 
10) 翻訳作業の完遂を祈願する言葉として，通例，チベット語への翻訳者により翻訳経論の
EZ頭に置かれる言葉である。
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仏随念の教えは:
ω第一:如来の偉大な功徳、の本体のFうより，浄信 (Skt.prasada， Tib. rab tu dang ba) を
正しく生ずるためであるから. [声聞や独覚とも]共通 (thungmong ba) 121のものであ
る。
第二:[小乗の浬繋に入らずに]永久に有情の利益を成就する方使を〔分かりやす
く]説示する13)(D.Ngi.55b5)から，諸菩薩の (P.Ngi.69bl)不共 (thungmong ma yin 
pa.特有)のものである。
J.!)ひとまず， rどのように，最初によって，如来の偉大な功徳の本体の門から争
信を述べるのかjというなら， }IJ責次，
[[聖仏随念経j15) Iこ]r 1.世故 2.如来， 3.応供， 4.正等党者， 5.明行足，
6.普:逝， 7.世間解， 8.無上調御丈夫， 9.天人蹄Jという]
九匂によって，
i意擬を征服したことと， (D.Ngi.55b6) 
16)説示性 (Skt.vakt~tva， Tib伊 ungba nyid) と実践性 (Skt.pratipatt~tva， Tib. sgrub pa 
11) cf.無箸?イムlil念設 D.Ngo.3892，Ngi.11b7 
12) 去に'thunmong baとある O 直後D.Ngi.55b5にも I'thunmong ma yin paJとある。
「明行足jの説明はイェシェーギェルツェン(lOb)に「これらは，共通の教化対象者に
関して， ifIL範締i止殺が説明なさっているし大乗の非共通の道のありl5t土，後に説明する
でしょう。Jという。また三明を得て攻等覚する仕方は広大遊戯経jに出ているのと，
一致して説明しているという。
13) nye bar ston pa. IウパデーシャJcf.山口 [1962Jp.15f. 
14) cf.無妻子;仏l随念註 D.Ngi.12a1
15) 袈イム1¥泡念経 ('Phagspa Sangsペgyas己的sudトanpa. D.mDo-sde， No.279， Ya.54b7同55al)ではこ
の前には，さらに次のような文言がある。「インド誇でAIJ四-Buddhanusmrti，チベット誇で
は'Phagspa Sangs rgy邸ち;esS1l dran pa，一切の仏と菩薩に帰命します。すなわち〔仏，役立主(中
間告)JJ
11li訳では本庄 [1989J(pp.125-128)，釈軌論設j号事の理解に従って， I九勾Jを仏ト号の
中から「仏」を除いた，九つの仏の異名と理解した。ちなみに無著 5仏i磁念設j
(D.Ngi.14b3)も，イェシェーギェルツェンも最後の f仏i笠尊Jは再説だとしている。また，
如来十号についてイェシェーギェルツェン (10b)は同様に説明してから， Iこれらは，共
通の教化対象者に隠して軌範slii!!:殺が説明なさっている」という。すなわち，前半は仏教
一般での内容であり，後半は大乗特有の内容になるわけで‘ある。また如来十号に隠しては
その様々な形態と発展を含めて藤悶 [1977Jに詳しい。
16) ここは「説示JI実践jと翻訳したが，その作者として「説示者JI実践者jと翻訳する
可能性も考えられる。前者の根拠としては，1)同じl!ffi識稔倣i行派の伝統にある線那の〈集
量論) 1.法称の〈量評釈) Iが，悶の円i哉と染の円満より仏世絡の教主性を確立する場合，
i滋を思惟の円満と行動の円満というように，作者でなく作用から捉えていること， 2) ま
た付録に出した徳慧の?釈軌論註jからもそれらを作用と捉えて矛盾がないことがある。
他方， I説示考JI実践者jとする糠拠については， 1)党諾からして，その動作者である
ことと， 2) I教煎iJが行為主体であるから，同様に捉えるべきではないか，ということが
ある O ちなみに，山口 [1973Jp.528には「説くことJI行ずることJ，本庄[1989Jp.125に
は f説り手性JI実践者性jと翻訳されている (cf.注17)。
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ny吋)を定義とする教主の円満 (Skt.sãst~tva-sampat， Tib. ston p乱 nyidphun sum tshogs 
pa) 1i). 
[教主の円満を獲得する]関は何であるのかと，
どのように〔逝かれた・]来られたのかと18¥
福分 (Skt.bha¥守ra，Tib止alpa)ωを呉えた[有縁の]有'1育と， [福分を]具えていない
[無縁の]者を見られることと，
福分を具えた者を教化卜調伏]なさることと，
教主がどこに住するのか，
何者たちの利主主 (D.Ngi.55b7) であるかを述べること L以上それら〕の門(観点)
より，
〔仏陀という]偉大な功徳、の本体を述べるのである。
20)そのうち.r陛尊J21lという[句工これによって. ~HI釈の適用によって，擢破(征
17) 類似した沼例としては?稔伽締地論 r摂事分Ja大正毅j30， p.778a-b)には，普く説か
れた法・律には行と采と郎 (stonpa)の円満があるとされている。
合田 [1995Jは.r stonpa nyidJを f説示」としている。 rston pa nyidJを向様に潔解する
例としてAbhisamaya!.抑止仰の rdarsanaJ. 1ゅのlabindu，Niyayabindu{ikaの rdarsanatvaJがあ
る (cf.Lok田hChandra [1990J p.980) 。十m訳では f決定義経設j から潔fif~できる原語i持の
じtrJ(動作者)と r-tvaJ (性質)をいかして.r教主jないし f数締」と綴訳した。また
内容からいっても矛盾はない。
イェシェーギェルツェン (9a6七2)には. r これらの諸匂により .1投j~;':が教主円満である
ことを，教えています。「如来」ということにより説法円満.r応、供」ということにより断
徐円満.rlE等党者jということにより智慧円満を教えてから.1止尊にはその三つの円i誌が
在るので，一切組に歎きなき教主円満であることが成立しているし外の外遊君主の教主た
ちと，戸間と独覚たちよりも，殊更に勝れていることが成立しているのです。jとある。
18) 関は何か，どのように逝かれたかについても隊那〈築設論〉に対応、するものが見られる。
19) イェシェーギェルツェンは.r釈軌論jに「自在と妙色と吉祥と名声と智慈と精進との
円満，六つを「福分」と1手ぶjと説かれた。jという個所 (c王LEE[2oo1J p.36) を指摘す
る。六義があるというこの記述は. <仏地経論〉など喰議派の典籍. <現鋭~f厳論〉の設釈
文献など，後の著作にもよく依尽されているo cf.西尾 [1982Jpp.184-185. 石川 [1993J
pp.9-1O.ツルティム [2oo7Jp.62 
20) cf. 1.張者二円ムi箔念註 D.Ngi.12a3
21) 'J;:;Jlの汀呉苦言論釈の広釈 (D.No.4421，sNa-tshogs，百1o.6a6七2) に.r四魔を捲破したの
(bcom pa)と具足している(Jdanpa)から泣き事 (bcomlda心です。それら魔もまた天子威
と煩協[魔]と死王と慈と呼ぶものです。またはこれには福分 (skalba)があるので，福分
を具えたものです。「福分Jもまたすなわち f自在と妙色と名声とぢ祥と智慧と精進の円満
です。六つを指分という」といいます。イム陀より他の者には自在と色と名声などこれらは
揃って有るわけではないから，仏WIとのみがf並立与です。 仏陀より{也の者には名声などがおIiっ
て有るわけではないそのように議き道を説くものとして軌範締[アーリヤ]シューラなど
が広汎に説明しているが，ここには本文が多すぎるのを'陥れるので述べませんoJという O
cf.石)1 [1993J pp.9-1O 
r t!tヰ;.:Jはこれらの合意があるから，玄笑訳では逆に f務{加党jと青写されたわけである。
法尊は.rl¥9'倣i焚jのこれら六義のうち英訳はもっぱら最後の f尊党」の窓味によって
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服，破壊)をそなえたものは ri!t尊jというから， r障擬を擢破した者」を示す。
おここで， r教主の円満 CD.Ngi.56al)の障擬とは何かJ というなら， [四魔のう
ち]天子魔であるO 彼を征賊したことによって〔大正覚しJ.先ず始めに教主の円満
を獲得したからである。「如来，応供，正等党者」というこれら諸匂によって， r教主
の円満 (D.Ngi.56a2)Jを示す。
お)r教主の丹i荷J，それもまた二種[である]0 [すなわち， ]説示性の定義鉛と，実
践性の定義である。
25) r説示性」は，何らかにより「世尊，如来お)Jと呼ばれる者は去を顛倒なく説
示する CD.Ngi.56a3)者である。法を如実に顛倒なく説かれるからである。
訂)r実践性」は，断i徐の円満と，智慧の円満である制。「断除の円満J(P.Ngi.70al) 
は，敵にうち勝ったことを呉えているから，
「世主主」と務!訳することを指摘しこれら六義について詳しくはく仏地経論〉の説のとお
りとし号制加締地論jより「よく諸の大力の軍衆を破り，多くの功徳、を具えたるものを薄
伽党と名づく」という偲所を51flしている。
また法尊は f1.ム，五草倒i焚;Jは総称、であり，以下十号が列ねられているとする。また法尊は，
?稔f担1師地論jは f1県上二!:Jと「誠御丈夫jを合わせて一号としているとし「イl、簿倣i焚:J
は分けてニ号にする，という。さらに大智度論jは f無上士jと「調街l丈夫Jと分けて
二つにしており， fi1手仰i焚Jを加えていない，という仰を挙げて，経論にはそれら異説があ
ることを指摘している。
ここに言及されているものは仏地経論J(r大正政 26，No.1530， p.292a)，大智皮論j
「初品第凶J(r大正蔵 25，No.1509， p.72a-b)， r稔伽師地論 f菩纏まI!!J菩提品 (f大正蔵;
30， p.499かclである。
22) cf.無表?イムj滋念註.JD.Ngi.l2a3 
23) cf.無着 HL、1¥抱念註 D.Ngi.12a5
なおく倶舎論>VlI智品 v.34への註釈では，如来には図の円満，果の円満，思円満の三つ
があるとされている。それらはさらに説明されるが，果の円満四つは，智慧，断除，威勢，
f立身の円満である。 cf.機部，小谷，本a[2004J p.l40“146 
24) 世親の日ムl随念広設jでは gsungba nyid kyi rg戸1mtshanであるが際着?仏総念註jに
ston pa'i mtshan nyidとなっている。
25) cf.無著汀ム随念註 D.Ngi12a5 
26) 法尊は，チベット文では「如去jというようにも翻訳されることを指摘し「如実に顛倒
なく正法を主主説するJという意味とする。そして f稔伽隔地論jより「言は虚妄無しゆ
えに如来と名づく jと引用する。これも f菩陵地J菩提品(f大iE蔵 30，p.499b)からであ
る。
27) cf.無著 HL.I泌念註 D.Ngi.12a6
なお sgrubpa nyidは，無著では thugssu chud pa (了解)となっている。
28) 仏果を断の円満と智の円満から捉えた記述は，唯識捻{加行派の典絡に見られる。例えば，
日食伽日市地論 f菩薩地」菩提品の際頭 (f大正絞 30，p.498c)では，iE党を二つの断と二
つの智により捉えている。すなわち 煩悩障の誌rと所知際の誌rとのニっと煩悩障を断っ
たから永久に垢をはなれて煩悩すべてに縛られない智と，見r知際を断ったから所知すべて
にl都疑なく働く智の二つである。
〈摂大乗論〉の終わりのこ寧である第九主主 (f結来としての民rrl~主 J) ，第十章 (f結果として
の智J) もこの枠組みを継承した構成であるしさらにく宝性議〉にも絞承されている。
c王長尾 [1987]p.298ff.. 高精 [1989]p.142 
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汀霊仏随念経jに]1却)世蒔応供(殺賊)j
という。諸々の煩悩 (D.Ngi.56a4) は，すべての養法を害するという意味によって敵
(賊)である O
初)1智慧の円満によって」とは，諸法を f主しく j，顛倒なく， 1普く j，1覚ったj
から f正等覚者」という 3九
32) Y:去を顛倒なく説示することと (D.Ngi.56a5)，煩悩すべてを断除したことと，す
べての法を現等覚したことー ただそれほどによって教主の円満は完全に成就したの
であるO この三つもまた， [外道者や戸間・独覚にではなく]世ー尊だけに認知される
から，それゆえにお)世尊だけが教主の円満の(D.Ngi.56a6)一切相を獲得したので
ある， ということを示す。
ω「明行足」という〔勾J.これによって， 1教主の円i誌を獲得する国」を示す。
「明行j とは~望者の八支の道お)である O 見ざる者，あるいは足なき者には行くこ
29) 法尊は，まず古くは「応供」とi叉訳されたこと，それは，仏!陀はすで‘に;煩悩すべてを断
って，まさに人・天の供養を受けて恥じない徳を兵えている， という意味であることを，
説明する。次に， If符羅漢」にはもともと「殺J!む 1民生J1応供」の三つの意味があること
を示す。「終生」はi英訳にその語義はIIていないが，E.趣，回生など生容の法において再び
生じないとどうことであるという。そして，導1倫和より「いわく臥こ永らく煩悩の怨
l!武を答し，応にi投開の微妙なる供養を受け，応にまた分段の生死を受けず。ゆえに「応、J
と名立くるを得Jという説明を引担する。そして，これは行設伽野地論jの「すでに，一
切の応、に得べきところの義を得，応に陛fi号の無上の福悶となり，応、に一切のために恭敬供
養せられるべし。このゆえに「応」と名づく jという説である，としている。これは f成
唯議論 1巻第三J 大.iE蔵 31，No.1585， p.13a)や 5稔倣締地論 1菩薩地」務提品(大
正蔵 30，p.499b)からの引用である。
30) cf. 4!li著 Hム随念註 D.Ngi.12a7
なお?稔倣!郊地論 1菩陵地j菩提品(大正蔵 30，p‘499b)には，如来の十号として「婆
伽党」を第一に立て，如来，応などと列ねている。これは?大智度論;初品(大.iE25
No.1509 p.70b-71b) と同様である。;稔伽締地論 1突事:分J(r大.iE蔵 30，p.765a-b)には
「如来jは初めの総序であり， 1応，.iE等党J(土;煩悩，所主日の二障をすべて脱したこと，そ
の差別としては共通の徳と非共通の徳があるが，共通の使、はそれに該当し残りの明行円
満などは非共通の徳であるとされている。
31) cf.西尾 [1982]p.194;法尊は， 1正遜党知Jや「正害事正覚」とも翻訳されることを述べて
から， n会俄i 締:!tI!~命j の「その勝義のごとくに諸法を党るがゆえに，正等党と名づく j を引
用し散殺と同じく，これは諸fムの智慧の悶i詩により立てられた称号であるとしている。
さらに仏のみが功徳の図を党党するから，呆の称号を立てるという。これも r~会伽自帯地論j
「一斉藤地j菩提品(大正蔵j30， p.499b)からの引用である o cf.大智度論(大正J釦 25
No.1509 p.71c) 
32) cf.無事~ Hム隠念註 D.Ngi.12b1
33) (荘厳経論)氾(-XX1 57-58， (摂大衆論)cf.長尾 [1987]pp.376-378 
34) cf.1!族主ま?イムl強念言iJD.Ngi 12b4 法尊は「明行円満jとも翻訳できることを述べる。
cf.大智度論 (f大正華道.125， No.l509， p.71c) 
35) 八護道と増上三学の対応関係は，例えば?稔伽師地論j1声問地J<r大正蔵 30，
p.445a-b)を参照。八交のうち第一の正見は慧学に含まれるので，慧学が7伝学，定学に先行
する場合もある。
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とはできないので. [八支のうち第一の]正見が「明J(D.Ngi.56a7)である。残りの
[正思惟，から正定までの七つの]諸支分が f足jである O
あるいは. I明行J(土門戒定慧の]三学Jである。すぐれた智慈の学(増上慧学紛
は「明Jである。すぐれた戒とすぐれた心の学は，すぐれた智慧の以前に行 (spyad
pa)ずべきだから「足」である。先に (D.Ngi.56bl)動く 37)のが「足jといわれるか
らである。
お)[三学の)1夏序を変更して，慧学である]I明jを先に語ったのは，それが完全に浄
らかであることによって，戒と定が完全に浄らかになるからである。(P.Ngi.70bl)そ
の智慧によって[比最や教によって間接的にではなく〕眼のように[直接的に]見て，
戒と定により足のように[自ら]赴くところへ到達することになるので，それ
(D.Ngi.56b2)ゆえに. I明と足jという諾は. I三学jであることを示す。
お)あるいは，そのうちの「明Jと語ったことにより. I三明jを捉えたし. I御足」
と語ったことにより，それ以前に加行したのであるから，訓戒の円満と，行の円満と，
捨の円 (D.Ngi.56b3)満と，今世ーにおいて安楽に住する四つの増上心4])を捉えた。
:吋三明jは，かつての柱処を随念する智を現前になさる神通と，死去と生の智を
現前になさる神通と，漏尽の智 (D.Ngi.56b4) を現前になさるや1通である O
このように世尊は菩提樹のもとに坐っておられて，夜の初めの部分(初夜)と，そ
して後〔の部分](中夜)に[各々J.以前の住処を随念する〔智]と，死去と生を知
る智によって，過去に属する有情たちと，未来に属する者たち (D.Ngi.56b5)の以前
の住処と，死と生をご覧になってから，三番岳の部分(後夜)に. i属尽智によって，
断ずるべきことと，得るべきものと，現等覚すべきもの その全てを. [各々]断
じ，現在し現等覚して. (D.Ngi.56b6) [無漏の智である]一切智性を獲得したω。
36) I増上」といわれる理由は，仏教にのみこの三学があり，外遊にはないこと，そしてそれ
らは最高のものであり，目的であることからとされているor稔伽郎地論 I戸部地J(大
正蔵 30，p.436a-b)を参照。
37) I行 (Skt.J car) Jの持つニ義.I実践する」と f移動する，動く」をかけた表現と忠われ
る。
38) 三学の通常の順序は.i到jえば;稔伽側地論 I声慌j地J(大正蔵J30， pp.435c-436a) . I摂
等分J(大.iE減 30，p創 7a) を参照。倒霞が起こる場合も「声問主主J(r大正蔵 30，
p.436a悶b)を参照。
39) cf.1喰著 5イムIl鐙念註 D.Ngi.12b7; 以下「善逝」まで河VIVL論. <決定義経註〉になし。
40) 無稽 5仏隠念註jでは.I戒内j荷と軌郎円満と行儀円満と行境円満との四つにより，初め
に心は安楽に触れて住するのであるから.I足jと誇った。」といい，説き方が異なる。
41) cf. 1:t村元 f仏教語大辞典j東京書籍. 1981if. pp.881c-882a 
[増j二心}次項(増上心学)に同じ。 [f訟と心学]心に関する学び。三学の一つ。禅定のこ
と。欲望や悪を離れ，初事jiないし四棟に入ることをいう。
42) cf.無者日ム随念註 D.Ngi.13a1
43) cf.中村 [1992Jpp.392同417
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それら[三]I明」以前に加行すべきことが. I戒の円満」である。
4-1)そのうち. I戒の丹i前jお)とは，六種類[である。すなわちJ.
1)戒を具えることと，
2)別解脱 (P.Ngi.71al)戒に住することと，
3)軌票日の円満と，
4) (D.Ngi.56b7)行境(活動対象)の円満と，
5)微細な罪過についても恐れることと，
6)学処を正しく受けてから学ぶこと，
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46)それらによって，戒は浄らかである。そのように，戒が浄らかになってから，定
を浄めんがために，行動の (D.Ngi.57al)円満を行じる O
47)そのうち. I行動の丹満」とは. [行住坐臥の四]行儀すべてにわたって正知に住
することである。
「捨の円満jは，眼など[の根]により〔色などの]所知において[煩悩を生じさ
せる実体的な]棺と随相を執らえないために. [限などの]狼の河を制する。
(D.Ngi.57a2)そのように，戒が浄まって正知に住し諸根の河を秘してから，禅定
を成就する。「定jは，今世:において安楽に住する四つの増上心〔すなわち色界の禅
定4S)] である。それらの中でも第四禅である49)。第四禅は作業に堪能 (D.Ngi.57a3)
三明の獲得による成正覚は，イェシェーギェルツェン(lOb4ゅ5)はくラリタヴイスタラ〉
に出ているのと一致して説明しているというように，大乗的ではあるが，釈尊の伝言己を承
けた記述である。 cf.凶中 [1997]ppふ17
44) cf.然主55仏l'ill念設 D.Ngi.13a4
45) 円余{却1ft市地論jr2ド地分J 大正蔵 30，p.347b， 367a-b， 368a-b). r声路地J(r大正蔵 30，
p.402aff.)に詳しい解説がある。法尊も，これら六支をよ毛えることは 5稔倣長ili:f世論 r声情i
:lI!Jに広説されているという。?利指針の徳慧設 (D.Si.l59b7)に脳同，功。'grodha-sutra
とされている。身相の内i誌はニグローダ樹にたとえられる。 cf.(荘厳経論>r度技品JxXI
19， I若尾 [1982]p.203; n:会伽締地論 r摂事分J(大lE蔵 30，p.877a-b) ;長音1経典3J(r南
仏大蔵経J8， p.186， p.211) ;悶訳一切経磁{加古1三Jp.980の注六には「三十二相経jを挙げ
ている。 5耳窓側i姉:lIl!論 131本<r大正毅 p.567b)には単に，広説は経説のとおりとしている。
5迦薬品j にはこれらについて，大乗の空観，三翰ì~f浄の観点から批判. 1上揚されているo
d 長尾，楼部 [1974]p.99 
なお「戒の内満jは 5稔fiJtl郎地論 r替i姪地J::gr提品(大lE蔵 30，p.499a)には.諸如
来の紙上告告書事の凶種円満(戒・~・軌別. i争命)のーっとされている。
法等は，明知の前の戒円満などは一般的な経典に出ているとする。
46) cf.無著;仏l随念註 D.Ngi.l3a5
47) cf.無事ま 5仏随念註 D.Ngi.13a5. 討会合1郎地誌jr声潟地J(r大正蔵 30，p.406b-408a) .矢
4反 [2003]
48) 稔倣!日南地論 r本地分J(f大正蔵J30， p.331a)によると， これは色界の凶静癒をいうこ
とになる O 諸々の禅定のうち，無色界には!感受が無いから，そして出世間の静慮は記別で
きないから，安楽伎とはされないからである O
49) 釈尊もまた第四禅において正覚したとされているocf. 問中 [1977]pp.17ω22 
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であるべきゆえに，定(三味)を成就する。そのように定が清浄で、あるものは，神通
を成就する。やjJ変通と，天耳通と他心通と，先に説明した三明(D.Ngi.57a4) [の
六千q1通]鈎)を成就する。
51)ゆえに，それら明とそれら足を具えたことによって，世尊は教主の河i詩を獲得し
たから， 1明と足を呉えていること」は，教主の円満を得る因として説いたのである5針。
臼)1善逝」という〔匂] (P.Ngi.71bl)これによって，どの (D.Ngi.57a5) ように逝く
べきとおりに逝かれたかを示す05-01養く逝かれたことJ(Skt. su~!hu gata， Tib. 1巴gspar 
gshegs pa)が，安楽に逝かれたことであるo[すなわち， ]再び退転しないという意味
によって[である]055) [例えば， ]病を普く除いたようにである。
部)1余りなく完成した5勺ことが， 1普く逝かれたこと(善逝)Jである。[すなわ
ちJ所知を余りなく証得したという意味 (D.Ngi.57a6) によって[である]。部)[例え
ば， ]瓶を善く満たしたようにである。
59)この二つの意味は，外道と戸開たちから[殊勝なものとして]特徴づけられるべ
き意味である o 1外道たち」は， [色界の務躍し無色界の等至を得たとしても，縁が尽
きたなら]再び退転するから，普く逝かれた者ではないo1芦間」などは， [~煩悩を断
じてしまい， ]再び凡夫となる機縁を持った者ではないから， (D.Ngi.57a7)善く逝か
れた者であるが，刷所知すべてについては智慧が障得されるから，余りなく証得した
50) cf.稔{担i御地論 r努蔭地j威力品に正蔵 30，p.491 c-495a) 
51) cf.1!医者 5仏総念註 D.Ngi.13b2
52) なおく集量論〉や (fi!:評釈〉では，忍惟の円満と行動の円満が，教主にとって悶の円満
であるとされている。!手m言を参照。
53) cf.無著 f仏laTI念註 D.Ngi.13b2;法号事は， r好去Jr女子説」などとも翻訳できることを述べ
る。 cf.大智度論 cr大iE蔵 25，No.1509， p.72a) 
なお主主逝の三つの功徳、については， <集;澄論自註釈>CD.No.4204， Ce.14b3冊5，手自訳.武B
[1968J pp.81周辺)に.1主設されることと退転しないことと余していないことが挙げられて
いる。それを承けて， <長詳釈>PV n v.140 C和訳木村 (1987Jpp.121-122)には「図の滋
除が三つの功徳の養逝性である。Jといい，その三つ，すなわち蕃く透かれたこと，余さず
逝かれたこと，退転せずに逝かれたことについて，それ以下に詳しく説明している。イェ
シェーギェルツェン(lOb6)も〈最評釈>PV n v.140に依っているocf.大智度論JU大
正蔵j25， No.1509 p.72a) 
54) cf.無著 f仏随念註 D.Ngi.l3b3
55) 原文はそのまま続いているが，今回は意味を考えて，区切って翻訳した。
56) cf. 1~~著汀ムi筏念註 D.Ngi.l3b3
57) 引ムl麹念広註jでは malus bar rdzogs pa C残らず完成した)であるが，然著 f仏laTI念詮j
にはただちに lbagpa ma med par thugs su chod pa (余さず了解した)となっている。
58) cf.注55
59) cf.然著 w、i抱念~H D.Ngi.l3b4 
60) 大乗では煩悩降だけでなく所知隊をも断じていないという意味で理解されるが，部派で
は声関.j'!ll党はなお不染汚の無知を有しているという意味で言及されている。 <f~舎論> 1 
v.1への註釈で、は， 世尊は全面的に迷妄すべての協を打破しているが，声1m・独党はなお不
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者ではない。「世ー尊」は，善く逝かれたから，そして，証f与されるべきことを余りな
く証得したから， r善逝Jという。
6])そのように，明知と (D.Ngi.57bl)足を具えているので，その教主の円満を余り
なく獲得した世尊[という]教主の事業ー それは， r役間を知っておられる者(世ー
閥解)J， r無上の，人士を教化する調御者(調御丈夫)Jというこのこつの言葉により
示す6九
臼)教主自身の事業それもまた二種類[である]0[すなわち，] (D.Ngi.57b2)世間の
[うち， ]福分を具えた者仁福分を具えていない者を見られることと，福分を具え
た者を教化なさることである。
制)そのうち， r世閥解」という[勾工これによって，ω世間[のうち〕の福分を
染汚の無知を有しているという記述がある。これに関して mChimsmdzod (4a2-6. PAN-CHEN 
BSOD-NAMS GRAGS-PA LITERATURE SERIES Vo1.20)に， rそのうち，仏陀の法を知らな
いのは， [多く仏弟子のなかでも二大弟子の，符窓第一の]上~シャーリプトラに対して教
主が「あなたは如来の戒慈などを知っているのか」と宣べられると，申し上げるに， r存じ
ませんjなどと説かれたようなものです。場所による遠隔を知らないのは.[争1通第一の]
上~マウドガリヤーヤナが自分の母が光線有る世間[という地獄]に生まれたのを知らな
いのと. J時間による途隔を知らないのは~者シャーリプトラは家長シユリーヴァッダ
(dPal s匂res)が L年老いて出家しようとしたとき，彼には幸子根が無いといって制止し
彼が〕かつて順解脱分を生じさせたのを知らないのと，義の無辺の弁別lま界と越と'E処と
'Eなどの差別の'陪りがたいものです。それらを知らないのはたとえば孔後の尾羽の自の様々
な色の図を知らないようなものです。1:箆ラーフラバドラが干し雀の尾;j~の自の一つについ
ても「殴の一切椙は一切智ではないから，pfr知ではない。それを知るのは一切智のカですj
と説かれたようなものです。よってそのような四つの無知は，所知i絞であると確定するの
です。Jcf.荻原 [1933Jppふ8;
tま毅自身は f所知降jという用語をflいていないが稔flA郎主!l!論jにその用語は出てく
るし徳、慧f乍 f釈qVL論註jもそれを用いて解説している。
61) c王無著 Hム随念註 D.Ngi.13b5
62) cf.藤図 [1977Jpp.89-90 
83) cf.無著 5イムi鐙念設JD.Ngi.13b6 
64) cf.無事57イムl筏念註jD.Ngi.l3b7 
65) 法書与は，仏は有償限:関を見られるだけでなく，無情の器t!t間をも見られるとし?稔伽師
地論jの「普く依界および有情界の一切の品類の染浄の相を知りたまふがゆえに. t!tf海解
と名づく」を引用する O これも「菩蔭地j菩提品(大JEj蕊j30， p.499b)からであるo
cf. 大智度論J(大工E25No.1509 p.72a) 
なお藤沼 [1977Jp.92には， r大乗義章j巻ニート末(大正蔵J44， p.863c)など古く中国に
おいては，十号のうち，前の五の「如来Jから「務逝」までが自徳、をあらわし後の去の
rt世間解」から「世尊」までは利他の徳、をあらわすと解釈されていたという。
イェシェーギェルツェン (lla2ff.)に， r一般的に rl堂開 ('jigrten) Jというき説は，多く
の~r床に用いられる o 釈軌論 (D.No.4061 Shi未確認)に， rt堂開というのは，有i賓と，
器〔すなわち環境]と，苦，趣，欲に [flいられるJ と説かれているように，有情たちと，
どこに有情が往している地方と，苦の1i取慈と，後有に赴くことと，妙鯵:[の境]であり，
これらについて rl笠間Jといって，勝者〔・世尊]の聖教に出ているうち，この倒所には，
仏の伎を得てから寂静界のみに住しているのではなくて，成Z去を充たす[ほど無愛の]有
情すべてを， [澄碍のない智慧でもってご覧になって， [機縁・]様分を持った者と，福分を
持たない者を個々に解って，福分を持った者たちには， [最上変化身の] トニの行いなど，
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えた者と，具えていない者を御覧になって，i!!:間を了解するから，世間(P.Ngi.72al)
解である。これは (D.Ngi.57b3)，世ー関〔のうち〕の福分を兵えた者と，具えていな
い者を知られるから， r世間解jという。このように， r世尊」は，硝)[大悲ゆえに]仏
眼によって昼に三回，夜に三回にわたって，誰が衰退するか，誰が成長するか，誰が
恐怖するか，誰が悪趣に赴くか，誰が悪 (D.Ngi.57b4)趣に段ちるか，自己は誰を悪
趣から導いて，上界(善趣)と解脱に立たせるべきか，その善根を[未だに]生じて
いない者たちを成熟させるべきか， [すでに]成熟した者たちを解脱させるべきか，
と世捕を見られる。
67) r人士を教化する (D.Ngi.57b5)調御者Jという[匂J.これによって，福分を具
えた者を教化[・調伏〕なさることを示す。世尊は役開[のうち]の福分を具えた者
と，福分を具えていない者を御覧になって，調伏するにふさわしい，待を行ずる者
彼らが，福分を具えた者であって，彼らを教化なさる。 (D.Ngi.57b6) [世尊は]謂
御者の存在となったから，教化の調御を方向づける本体である曲)。
国)r無上jと語ったのは，調御者の本体を限定するためである。〔タuえば，]'0)ナンダ
何にとって何がふさわしいかの変化により，説i去をなさるなど，有情の利益をいつも忘れ
ないのが. i il:1諒解Jという意味で、ある。jと説明してから，さらに教証として， <律:1河合〉
(D No.1未確認)と(宝性論)(cf. 中村 [1961]pp.169-170， D.No.4024， Phi.64b3-5，高崎
口989]pp.156-157)を示している。
66) 如来が大悲により有情界を昼夜六時に観察されることは， <荘厳経論〉おふ氾CI56に出
ており，それへのill:毅釈に類似した記述がある。〈荘厳経論)x-おCI56は丹美大乗論j
Xにも引用される。 cf. 稔fIJ1si!i:!tl!.論 i菩薩地J菩提品大正蔵 30，p.499b) ，西経 [1982]
p.194 
イェシェーギェルツェン(11b2句12a4)は(律防含)(D.No.1， Nga.146b6-147a5) を』証拠と
する。
67) c五無著 f仏限i念設 D.Ngi.14a2，
68) 律すなわち調伏，教化については潟の調教の総えがよく用いられる。ツオンカパ若子選
次第大論jIこは次のようにいう i[律である〕調伏は戒学ですor5J1J解脱Sosor thar baJ 
くLぇ1)に， i常に勤めることにより，奔らされた誠f却し難い心の潟に，合ったT3'の欽釘の
馬勅が，この別解脱です」といい律分5J1JLung rnam砂g必(※2)に， i未調伏の調伏され
るべき者の馬毅jがこれです」と説かれたように，野生の潟を調教師が良い馬毅jでもって調
教するように， [感-g. ]線が誤った壌に従う野生の馬のような，為すべきでないことに入
ると制伏するし多くの努力により為すべき方に入らせるという戒学により，心の馬は調
伏されたのです。寂静は，そのような善行と怒行の進退について念と正知への親近により，
心が内に寂静に伎する定学が生じたのです。緩寂静は，心の作業に堪能な止住に拠って真A
実義を偶々に何察したことにより，主主学が生じたのです。J
※1) D.No.2， Ca.2b6】7，P.No.1031， Che.2b2，根本説一切有部戒経 (fjclEn総 24，No.1454， 
p.500cl3-14) 
※2) D.No.3， Ca.21bl. P.No.1032， Che.19al.根本説一切有音rsf毛奈耳F>J (r大lE裁 23，
No.1442， p.627b3) 
69) cf.無若?仏w逗念註 D.Ngi.14a3;
法尊は以下の理由をまとめて，四つの意味を具えているとし 仏のみが「然上士読経fJ丈
夫jの称号を得るという。そして，仏{立福分ある有情だけでなく，福分j尽き有憶をもあま
ねく利議するとし福分無き有f~Íすなわち三乗の解脱の稜妓が無い者たちをも，五戒，十
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と，アングリマーラと，ウルビ、ルパー・カーシャパなど， [世尊が]教化なさった者
〔の中で，各々J.或る者は71)食[の分J. [或る者は]顕[の分J. [或る者は]痴
(D.N gi.57b7) の分が大である説伏し裏金い者たちをも教化〔・調伏して陣羅漢の位に
たやす
立たせることを]するから，そして，容易く最高に罪無き方便により， [凡夫のよう
なひたすらの]欲楽行 (Tib.'dod pa bsod nyams)と， [一部の沙問，婆羅門のような苦
行による無益な〕疲労を具えた辺を断じてから，中道 (dbuma'i lam) によって教化
するから72) そして，手Ij援の最高のもの〔である]浬襲へ教化するから，そして，永
幸子の方便内により，人.-:;ミのミ喜怒に安置することを述べている。この点はtf殺の?仏総念
広註jとは異なって，福分の鋭い有情にまでイムの教化が及ぶとされているわけである。ま
た不定種姓のものを，ついに無住の大紋j呈撲に入れるとしているが，これは正しい指摘で
ある。教託としては円余官nJsil:lt!論jの「一切の位向の唯一の丈夫，よく誠心の絞勝のブ1'1更
を知る。このゆえに r~nU二土調街i丈炎」と名づく J を挙げている。 cf. 大智度論大正
蔵 25，No.1509， p.72b-c) 
また r~!!U二J を別の一号と読むのかどうかの問題については，藤凶 [1977J pp.88-89を参
照。なお調伏されるべき者たちの界が無設であることについては， r菩陵地jf安藤功徳品
<r大正蔵 30，p.548a-b)を参照。
70) 龍樹作汁晃友i!H話ij k.14 (D.No.4182， Nge.4la7. 和訳.瓜生浮上 [1974Jpp.321-322，北島
[1985J p.50広)に，ナンダ，アングリマーラなどかつてかつての怒人も罪を浄めてa陪りを
得たことが言及されている。それに対するマハーマテイの 5親友書簡の註釈 (P.No.5690，
Nge.334b-335a)に次のようにいう。
fナンダというのは，食欲の大きな釈迦族の青年[である，シャーキャ・ムニの従弟]が
いた。彼は自分の姿にきわめて執務したので，彼女がいなくては須奥も喜びを経験しなか
った。そのような彼は如来により家から出されて出家した。出家しでも昼夜に彼女ーだけに
ついて尋思したが去についてはそうで、なかった。そのような者に如来は防羅渓を符させ
たことに関してである。アングリマーラというのは，或るバラモンの子。 彼は怒か者であ
った。すなわち彼は「法になるjという部の教えを渇いて，九百九ト九人を殺した。彼も
後で如来により出家して三界より離会した。ダルシンはアジャータシャトル。彼はi浜惑を
もった者。すなわち彼は不義の友[デーヴァダッタ]と出会った。そしてかつての怨恨に
拘ったので， [マガダj認のJi去に遮った父王[ピンピサーラ]を殺した。彼も義知識・如来
の教えのみに依って地獄の火の薪より解脱した。良家の子[で給孤独長者の甥]ケーマカも，
非加理の作意によって他人の安と交合しようとする錯誤により母を殺した。それから如来
の教えのみに依った。糸:liを投げたように地獄の金隠IJから解脱した。天上世間の安楽を経
験したと，知られている。J
彼らに関して，初期経典の記述としては上記の北白日985Jp.50圧に詳しい。大釆におい
てもそれらを承けた記述が見られる C ナンダの行状はアーリヤ・シューラ若 5サウンダラ・
ナンダ(和訳，松議誠廉?端工Eなる難陀 1981)にまとめられている。アングリマーラに
は関しては，大乗において究党一来や仏性の主張の影響を承けた?央掘摩線経j(大正1出
2， No.120)があるo cf.小川 [2oo1J
ウルピルバー・カーシャパは，火を犯るく事火外道〉として知られ，合計千人の弟子を
もったいわゆるカーシャパ三兄弟の長兄であり，彼自身は五百人の弟子を連れていた。 自
らの事[1通力をiもんで釈尊と競ったが，敗れ，仏弟子となったことで，有名である。
71) cf. r稔伽師池論 r戸開地J(大正蔵 30，p.424b， 425c同426a) これら食・阪・痴など何を
多く行ずるかの機根を知るには， ヨーガ行により他心の差別を知ることが必要である。そ
して，食の大なる者には浄妙の言論を説くこと，艇の大なる者にはその逆，痴の大なる者
には決定通iきしたj思議書柏応の言論を説くことにより.教化がなされるとされているo
cf. r戸開地」仔大正蔵 30，p.449b-c) 
72) 玄突訳;球伽的地論 r本地分 J(r大正蔵 30，p370b， Yogaca悶 bhUmiD.No.4035， 
Tshi.220b4回5) r若於受用欲楽行辺，及受用自苦行辺，決定迷毒性，彼使能断決定H幸満所有r~~疑，
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久に (D.Ngi.58al)退転せず教化するから， r無上の，人士を教化する調御者jという。
福分を具えている者たちを教化するから， (P.Ngi.72bl) il.t尊は「人士を教化する調御
者」という。
73)では， r福分を具えていない者彼らをどのように成就させるのか」というなら，
彼らについて (D.Ngiお2) も慰窮と悪趣の苦[の衰退]から救護することにより，
享受(受用)と，蕃趣[の安楽]などに立たせることをなさる O 福分を具えていない
者は，河童姓の無いもの (Skt.agotraka， Tib. rigs med pa) Jωをいう。福分を具えている
者は，声聞[・独党・如来]などの[三種類の]正覚に[三乗の]種姓とおりに立た
せ (D.Ngi.58a3) なさるor不定の種姓を持つ者 (manges pa'i rigs can) J75)を，議の力
によって，解説から〔劣ったものへ〕衰退するのを押しとどめて， [菩薩采へ転向さ
せて，最終的に，最高のものである浬繋の]妙に立たされるので， r人士を教化する
無上の調御者Jという。
76) r夫人師jという[匂J.これによって教主自身の事業それがどこに住するのかを
亦能詮得決定!渉満足J
すなわち欲楽の行という緩端に耽ることや，自らを苦しめる行という緩端に枕ることを，
確定的に迷ざけ離れ，その者は至警なる円満 (Skt.niちsreyasa-sal!1patti，Tib. nges par legs pa'i 
byor pa.決定勝)の障害となるものを断じることができ，さらに至替の円i請を獲得すること
になる，とされている。
このような「苦楽中道」の初期仏典におけるm例については，平JIl[1991J pp.172-173に
詳しい。
73) cf.無事苦汀ム槌念註JD.Ngi.14a6 
74) 熊毛ぎには f不定種姓の者l土橋分を具えていないものだと主張する。」という。無稜姓は稔
{加行派の用語であり， r絞淫繋しない法を司守するものjとされている。:大紋i呈繋経jなど
では r-[甥堤Jucchantika， r断善根J) という用語が使われる。 5稔倣!日前地論 r戸開地J
(大iE滋 30，No.1579， p.397c冊398b，語義と分析に関しては，小JI [2004J p.222圧を参照。
ここに出る「無緩姓Jr不定稜姓jを含めたま王種妓は， <拐{加経)(cf. Nanjio [1923J pp.63-65， 
流支訳 5大正蔵 16，pp526c-527b)に出る O
位、果・続支イム果・ l符羅漢果を得ることの定まった三采の種姓の者たちに加えて，不定種
姓と無種姓，すなわち，三采のいずれとも定まっていない者，絶対に救われない者，とい
う五経類の区別を，明確化したものに，法相宗のいわゆる f五姓各別」の説がある。無稜
姓の者は永遠に稔廻に沈んで、苦から免れることがない者である。菩薩の稜姓の者と，不定
の種姓性の中で菩稜釆に転向する者のみ，成仏できると主張されている。 g与拠は?務{担j経j
(二巻)や?解深密経(二巻)である。 cf.中村元?仏教語大辞典i東京議:籍， 1981年，
p.368a-b 
75) 唯識派によると，方便としてー采が説かれたのは不定種姓の者たちを大乗に引き入れる
ためである。 cf.<荘厳経論)r述求品JX 1 53-54， r弘法品JX I20 
76) c五無著印、随念設 D.Ngi.14b1
法尊はここでも?稔{加f補地論jr幸子陵地」 32:提品広大正議長 30，p.499c) より fよく天・人
にiEしく教誠教授しそれをして一切の衆苦を離れせしむ。このゆえに天人の仰と称す」
を引用しているocf.大智皮論(大正25No.1509 p.72c) 
イェシェーギェルツェン 13bふ6に次のようにいう
r[存!古に対する〕キ1芭の大悲に遠近は無いけれども，三悪趣とi符修殺の依処〔の身]に
おいては〔奥熟のi涯により]読を新たに見るのと，沙門果を得るのとの福分は無いし天
と人の依処[の身]においては諦を新たに見る福分が有るので，牟尼が法を説く器の中心
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(D.Ngi.58a4)示す。世尊は有情たちに善趣と清浄解脱を示すから[師でありJ.監
別なく示すのであるが，この[勾]によって，何かについて〔聖者にとっての真
理づ諦として見るのと. [それにより，預流など四]沙問果を獲得するのを認識す
る… それらの[ことが主題となった]場合である77)。利益を如実に示すことは，こ
こでは教主 (D.Ngi.58a5) 自身の事業であると意趣なさる。その器は天と人たちであ
るから，それゆえに「天・人の師jという。
活)[以上に]説明したとおりの九匂により，述べたいと欲した偉大な功徳すべての
本体を述べおわってから. [再び〕
[r聖仏随念経j79) (こ]r仏，世尊j
というこの二[勾]も，何のために語ったのかと (D.Ngi.58a6)いうなら，そこに
[上記のような]この偉大な功徳の本体がある[ところの]ものは，仏，世尊[こ
そ〕である， ということを示すからである。
あるいは.r世尊jという言葉は.r誉れある者jの別名として述べられるべきであ
る。門)世尊j というのは，誉れを(P.Ngi.73al)具えた者であり.r名声J
(D.Ngi.58a7) という言葉の意味で、ある。それゆえに，このように f世尊jそれは，
「仏」といい，名声ある者という意味である。
あらかん
Slこのように彼は「如来」というべきことと，このように彼は「応供」というべき
ことと，このように「正等覚者」というべきこと，各々 (D.Ngi.58bl)についてもま
た，適吊すべきである。
82)このうち，事物すべてを証得する知恵、があるから，仏という。(後半へ続く)
は天と人たちであるしだ〕から.I天人郎」と説かれている。J
77) cf. Samtani [1971J (p.246.8-9) 
本文中の lvis匂e早aJは本庄 [1989Jp.169 I訂正案jに従い Iavise~e平aJ で壊解する。
cf.本庄 [1989J(p.l28.14-16) 
fたしかに世尊は区別なく[あらゆる]有情に天界と解税 (AKBh264，5)とへの遂を教示さ
れるから「姉」なのではあるが，ここでは，譲論[現]観と，沙門条の獲得とが認められ
る人人〔のみ]を主題としている。」
78) cf.無著?仏!認念註 D.Ngi.14b3
79) cf.主主仏F>.i1i念経JD.Ya.55al.大智度論Jcr大正蔵j25， No.1509， p.73a) 
80) cf.注21
81) cf.無着?イム随念註 D.Ngi.14b3
82) cf.無事苦?イム![ili念註 D.Ngi.14b5
以降，無箸汀l、隠念註jには Ingo bo自体」と las作業Jについて文法を絡めて，
buddhaの語釈をして終了する。 buddhaの語釈としては，法尊は引用される文言は経典名が
不明であるとして，世:親のH.ム!~飽念広註j のままに出している。チベットでは月称作?帰
依七十領 (D.No.3971，Gi)の冒頭の記述が有名であり，子二巻本語釈jもそれに依っている。
無著?仏!援念設 (D.14b6，15al-5)にも，無知の限りから目覚めたこと，蓮華が広がるよう
に知恵が広がったことから「仏」を説明する同様な説明がある。そして，断除と悲と智慧
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付録徳慧 5釈軌論註j，仏十号箇所
・穂慧 .rNam par bshad pa rな"spa'i bshad pa (Skt. Vyakhyベyukti-t;ika，釈軌論註)
cf. D.東北No.4069，Sems tsam， Si.155a6-157b7. 
日ム随念広註jと?釈軌論jに見られる r1.ム十号」の記述がほぼ共通することから，
参考までに穂慧?釈軌論註jの対応、簡所を示す。著者徳慧 (Gunamati.5c.頃)は陛殺
の弟子，時に安慧の師ともいわれる。
r (Si.155a6) r匂義の説明から善巧を生じるために」といったことについて.r匂義」
とは匂の意味である。それの「説明Jとは，句の意味を説明することである。 f匂義
の説明について養巧性を具えるjとは句義の説明について普ー巧であることである。
「匂義の説明について善巧性を生じるために」とは増長すべきためにである。「匂義
の説明について養巧性を生じるためにJとは，次の (Si.155bl)ようにも， rかの世尊
とは如来， J;[S{共，正等覚者，明行足，善逝，世間解，無上調御丈夫，天人蹄で、あり，
仏世尊といわれるものであるjとある O
「障害を破してからjというのが広範に出ているが 「障害を破してから」といわれ
るこの[勾義]を示すことである O
f教主性の円満」とは
(l) r何において」ということを示す。
(2) r f可によってjということこれを示す。
(3) rどのように逮かれた」ということこれを示す。
(4) r教主の事業は何であるのかjということこれを示す。
(5) r何によって摂取することによりJということこれを示す。
[(l) r何においてJ
「障害jといわれるものについて，障害の原由は妨げである or悪魔波匂」といわれ
るこれが，この悪魔の名前である。語諒解釈によるならば，努を作る我所を欲するこ
の三つが円満であるから， i投尊を rf.ムjという，と述べられている。イェシェーギェルツ
ェン (14a1ω4)にも f帰依七十領;を引用し， ru足りの覚めたのと，蓮華が花開いたのとの
両者に用いられるところが有るので， fの綴訳師たちはその両義が揃ったものにして， rイム
IYt;Jとまとめてから翻訳したことは二巻本翻訳語釈jに説明されている。jという。さ
らに法尊は， r臨r除の円満Jr悲の円満Jr智慈の内i椅jという三種類の円泌を具えたことか
らf仏陀」といわれるとしているが，これは無事まによるものかもしれないo cf.松岡 [1984)
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とが「悪魔波勾J(cf中村元 7悪魔との対話j[1986J pp.303時304，同 [1992Jp.319) 
である。語源解釈によるならば，かの魔の破を具えているから f世尊Jである。「次
第通りにjといわれるのは，どのようにというと， r誤りなくお説きになるゆえに」
と如実にお説きになったのである。「断と智の円満のゆえにjとは実践者性であるO
どのように断の円満であるのかというと，煩悩を余さず断じたゆえである。どのよう
に智の円満であるのか， というと，一切智者性によって正しく如実に現等覚するゆえ
である。「さらにjとは別の法門も[という意味である]。教主性の円満とは， r誤り
なく」というのが広汎に出ているが，誤りなくお説きになることと煩fぷを具えずに
(無存染行)お説きになることと， どれほどかお説きになるべきことをお説きになる
ことが教主性の円満である O そのようになら第二の法門によって，語り手性の円満に
よって教主性の円満を示したのである。 f実践者性の円満によってJとはそうではな
い。 fそれJというのが広範に出ているが (Si.156al)，教主性の円満が「それ」であ
る。は日来など自身の」といわれるのは，如来，応、供，等正覚者といわれるものであ
るorこれによって」とは，如実にお説きになることと，如実に実践することの両者
をもあると示すべきである。
「どのように行ったことによってjというと， rいま暫く第一の法門によってjとは，
教主性の円i誌を知実にお説きになることは，誤りなくお説きになるから，如来という
この勾によって示す。どのよう〔に]というと，如実にであり，誤りなくお説きにな
ったのだから如来である。このゆえに語釈のやり方によるのと，f[好〕説〔好〕去者
(yi ge gshegs pa) J (cf注53) といわれるのをお説きになるゆえに如来であると，経
典にお説きになったためである or経典にお説きになったのjというのが広汎に出て
いるが， r比丘たちよ， [釈迦]菩薩がある夜に無上正等覚を現等覚するのと，如来が
ある夜に無余依浬繋の領域に般浬繋するのとのその潤に如来が何であれいささかなり
とも示したことと，お説きになったことと，説明したことと，解釈したこと (rabtu 
bshad pa)それら全ては，真如なることと，誤りないことと，他ならぬことと，正し
いことと，諦と，真実と，誤りなく如実なること (malog pa ji lta ba bzhi心と，転倒
しないこと (phyinci ma log pa yin)である。従って如来という」とお説きになった
(出典未確認，仏伝?)。
「応供」といわれることによっても，断の陀満によって如実に実践することによっ
て，教主性の円満を示す。
「正等覚者」といわれるこれによっても，智の円満によって如実に実践することを
示す。
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第二の観点によっても誤りないことと，煩'悩を有するのではないことと，どれほど
かお説きになるべきことを説くことによって，如実にお説きになったことで教主性
(Si.l57b1)の円満である。「如来」など自体による。この如来という勾とこの応供と
この正等覚者によって示した。
[( 2) r何によってJ
「何によって」というのが広範に出ているが， r何によって逝かれたJといわれるの
は何の道によって逝かれたのかである O 明と行を具えたものこそによってである。そ
れは「明行足」というこの匂によって示す。道の残りの支分は[八車道中の第二]正
ゃ
思惟などである。その仁息むことによって (zhibas) Jといわれるものは，智慧それ
の資糧という意味である。「そのようならば」というのが広汎に出ているが，説かれ
た御言葉その通りならば，三学[すなわち]増上戒〔学]と増上心[学]と増上慧
[学]のこれら三学によって，逝かれたことを示したのである。「明行足jといわれ
るこの語義によって，である or智慧を先に語ったのはどのようにかJというと， r明
と足を具えているjという。 f明」もまた真実の如実の智恵、である。 fその力によって
戒などの行いが清浄になるからjといわれるのは，智恵、の力によって戒と三味の行い
が清浄になるからという語義である orさらにjというのが広汎に出ているが， 1むの
観点もまた無学の三明は[阿羅漢の〕明といわれる。三は伺かというと，以前の住処
を髄念し知るのを現前にする神通と，死去と生を知るのを現前にする神通と，掃が尽
きたと知るのを現前にする神通である。それらが無学の三明である。「足Jは戒から
始めて，三神通の閣のものということについて， どのように戒から始めてというと，
戒と，根内の鰐御と (Si.157al)，正知に住することと，空寂に住することと，四禅と，
三神通[すなわち]争中境智証通と，天耳通と〔他]心の特償の知識を現前にする神
通である。 fそのようならばjというのが広汎に出ているが，説かれたことその通り
なら，戒から始めて三神通までのものたちの集まりを具えた三明の集まりの，説明し
たものにより教主性の円満を獲得したと示したのである。「明と足を具えたものjい
われるこの句によって，である。
[( 3) rどのように逝かれたJ
「どのように逝くのかJというのが広汎に出ているのについて，教主性の円満へい
かなる形相によって逝くのかということが fどのように逝かれたのかJである。何の
ために，退転せずに逝かれたのかと， どれほど逝くべきものへ逝かれたのか，という
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ことに結合する。声器と独覚の二つにおいては. [いまだに彼らなりの]進むべきも
のがあり，獲得すべきものもある。戸開においては独覚性という獲得すべきものがあ
る。独覚についても〔独]覚性こそ[すなわち]獲得すべきものがあるが，仏となっ
てからは獲得すべきものと証得すべきものが少しもない。そのゆえにどれほどか逝く
べきものに逝かれたのである。または「どれほどか逝くべきものに逝くJというのは，
どれほどか了解すべきかと獲得すべきかという意味である。「声聞と独覚Jはどれ
ほどか進むべきものに行っていないしどれほどか証得すべきことを獲得することに
行っていない。従って「善逝jという or外道」というのが広汎に説かれるが，外道
の高lt貧者たちから特徴づけられるから善逝という。彼ら[外道]は退転があるのであ
る。 (Si.157bl)外道の離貧者，彼より他の〔小乗の〕諸阿羅漢から特徴づけられるか
ら善逝という。彼ら[小乗の阿羅漢]はもし不退転であっても，仏の最上の究極的な
功徳を獲得していないしどれほどか進むべものへ行っていない者たちである。
[( 4) r教主の事業は何であるのかJ
教化する者を教化することも教主性の第二の事業である O その因によるならば，
「無上調f榔卸丈夫」といわれる。無上ということも f入士を教化する者Jというのが広
汎に出ている。ナテデやイい-一-白
兄.rイ仏ム随念広註iでは長兄を出す)等等aの食と隈と痴の分が大きいためlにこ乙， 教化し期難t 
い彼らも次第通りに教化するために，無上である。さらに久遠でないその限りの時の，
無上のために，方便が難しく，罪過によって教化し難い者たちを教化し終わっても，
fム，世尊Aは方便が容易いというのが広汎に出ている。
[( 5) r何によって摂取することによりJ
「彼Jというのは，どのようにお説きになったのかというと.rこのようにさらに彼
が仏， 世尊であるjといわれるor広がった者 (rgyaspa)戸)とは九勾によって如何に
お説きになったのかというと.r世尊，如来，応、{共，正等党者，明行足，善逝，世間
解，無上調街l丈夫，天人締」といわれる。「語源解釈の適用によるのだから」といわ
れるのは，全てを了解するのだから「仏jである。悪魔と全ての論敵者を破るのだか
ら「世尊Jである O 答えていう。全ての匂義は説明するならば.rこのようにさら
83) I仏，世尊jが f広がる (rgyaspa) Jと九勾になるという意味，あるいは行sangs)rgyas 
paJ.つまり真理に目覚め智慧が広がった者(仏)の省略形というこ説が考えられよう。
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にJといわれるこの意味は何であるのか，というと，如来の特徴を随念するようにで
ある。どのようにというと，広くお説きになったごとくである。「このようにさら
にjといって， rこのように行ってからjという意味で、ある。」
(付記 本庄良文氏より関連文獄の御提供，並びに御教示を頂いた。ここに謝意を表
します)
